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このような状況の中， 1 9 9 8 年より科学技術振興機構（ J S T:  J a p an  S c i en c e  a nd  
T e c h n o l o g y  C o r p o r a t i o n） 戦略的創造研究推進事業（ C R E S T:  C o r e  R e s e a r c h  f o r  
E v o l u t i o n a l  S c i en c e  a n d  T e c h n o l o g y）「脳を創る」研究プロジェクト「発声力
学に基づくタスクプランニング機構の構築」として，日本電信電話株式会社
















1 4自由度の制御機構を有する人間形発話ロボットW T- 1（W a s e d a  T a l k e r - N o . 1） 
を開発し，それによる母音発声の実現のための機構と制御方式について述べ
ている．W T- 1は，人間の調音器官である口唇（ 4自由度），歯（ 1自由度），舌
（ 6自由度），鼻腔，軟口蓋（ 1自由度），発声器官である声帯（ 1自由度），肺
（ 1自由度）からなり，高さは約 1 , 6 0 0  [ m m ]，声道長さは約 2 1 0  [ m m ]と成人男
性の約 1 . 2倍である．その概要は，肺から空気を送り，人工声帯を振動させる
ことで音を生成し，舌などの調音器官によって調音され，口唇から音が発せ
られる．肺は人間の呼気・吸気系を模擬するため，ベロフラムを用いた機構








第４章では，W T- 1の改良型として全 1 5自由度のW T- 1 R（W a s e d a  T a l k e r - N o . 1  
R e f i n e d）の開発，ならびにW T- 1 Rによる子音発声と連続発声の実現のための
機構と制御方式について報告している．まず，W T- 1の声帯駆動機構を改良し
たW T- 1 Rでは音程を保ったまま有声・無声音の切り替えを可能とし，かつそ
の切り替えが人間と同様の 2 0 - 1 0 0  [ m s ]で行えるようにすることで，子音発声
の実現性を高めている．また，声道からの空気漏れを防ぎ気密性を高めるこ
とで，口唇からの音の指向性の向上と子音発声を可能としている．上記の機
構部改良に加え，子音発声のための制御方式を考案し，W T- 1 Rを用いて母音
と子音（ / s /， / h /， / m /， / p /），そして連続発声の例として / w a s e d a /の実現につ
いて述べている．  
第５章では，明瞭性の高い音声生成の実現のための機構と制御方式につい
て 報 告 し て い る ． ま ず W T- 1 Rの 問 題 点 を 改 良 し ， 新 型 機 構 を 有 す る W T-2
（W a s e d a  T a l k e r - N o . 2）の開発について述べている．W T- 2は，人間に近い明
瞭な母音および子音発声を目指し，第３章で述べた W T- 1と第４章で述べた
W T- 1 Rの統合型モデルとして開発されている．さらに，より明瞭な発声の実
現を目指し，W T- 2の問題点を改良し，音響特性を考慮した機構を有する発話
ロボットW T- 3（W a s e d a  T a l k e r - No . 3）の開発について記している．両モデル
による明瞭性の高い音声生成の実現のための機構と制御方式について，以下
に述べる．  
W T- 2は，調音器官である口唇（ 4自由度），歯（ 1自由度），舌（ 5自由度），
鼻腔，軟口蓋（ 1自由度），発声器官である声帯（ 3自由度），肺（ 1自由度）の
全 1 5自由度の制御機構を有し，声道長は約 1 7 5 [ m m ]と人間と同程度の大きさ
を持つ．W T- 1 Rの問題点を改良し，柔軟な舌形状可変機構と，口唇・鼻孔以
外からの音漏れ低減により，明瞭性の高い母音および破裂子音（ / t /，/ d /，/ p /，




し，W T- 2の 1 )舌駆動機構・口蓋形状， 2 )声帯機構， 3 )声道・声帯連結部， 4 )
口唇駆動機構を改良し開発されている．W T- 3は，口唇（ 5自由度），歯（ 1自
由度），舌（ 7自由度），鼻腔，軟口蓋（ 1自由度），声帯（ 3自由度），肺（ 1自
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